
 

 

 

 

 

 

 

中期経営計画の重点施策 第 2 回：品質管理活動 

― 品質リスクの未然防止に向け、変更点管理のグローバル標準化を推進 ― 

 
サンデン株式会社（本社：群馬県伊勢崎市、以下「当社」）は、中期経営計画の重点施策を紹介するシリーズの第

2回として、品質管理活動における変更点管理のグローバル標準化についてお知らせします。 

 
本リリースでは下記の内容についてご紹介します。 
① アフターサービス費売上高比率の改善を通じた収益体質の強化 

② 外部環境の変化と品質管理高度化の必要性 

③ 変更点管理のグローバル標準化による品質リスク低減と競争力向上 
 
当社は創業以来、「顧客のためになるよい製品をつくります」を社是のトップに掲げ、品質第一の理念を重要

視してきました。「変更点管理のグローバル標準化」は、この原点を踏まえ、電動化の進展やサプライチェーンの

変化に対応するための品質管理における重点施策の一つです。 

 
変更点管理とは、設計・工程・サプライヤーなどの変更が品質や供給に与える影響を事前に確認し、不具合を

未然に防ぐための取り組みです。 

当社は、変更情報の可視化と、国内外の拠点における評価基準の統一を進めています。これにより、品質不具

合の未然防止を図り、中期経営計画で掲げる収益体質の改善と競争力の向上につなげてまいります。 

 
 

 アフターサービス費売上高比率の改善を通じ、収益体質の強化へ 
アフターサービス費売上高比率は、品質課題に伴う費用負担の状況を示す指標であり、品質改善の進捗や収

益体質への影響を確認する重要な指標の一つです。 

当社管理指標に基づく2025年度実績のアフターサービス費売上高比率は、2023年度実績比で43％改善しまし

た。この改善は、品質課題への早期対応や未然防止活動を含む品質改善の取り組みが、コスト抑制に寄与したこ

とを示すものです。 

 
今後、この改善を継続的な成果につなげるためには、製品やサプライチェーンを取り巻く変化を早期に捉え、

品質リスクを未然に防ぐ仕組みを強化することが重要です。そのため当社は、中期経営計画期間における重点

施策として、変更点管理のグローバル標準化を進め、運用の定着を図ります。 

これにより、2028年に向けてアフターサービス費売上高比率をはじめとする主要品質指標のさらなる改善に

取り組んでまいります。  
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 外部環境の変化と品質管理高度化の必要性 
自動車業界では、電動化の進展に伴い、電子部品の搭載増加や制御領域の拡大、開発リードタイムの短縮など、

製品開発を取り巻く環境が変化しています。また、顧客品質要求の高度化に加え、異物・静電気管理、トレーサビ

リティの確保、品質関連規格への対応など、品質管理に求められる領域も広がっています。 

さらに、地政学リスクやサプライチェーンの複雑化により、品質リスクは当社単独ではなく、サプライヤーを含

むサプライチェーン全体で把握・管理する必要性が高まっています。 

 
こうした環境変化に対応するためには、設計・工程・サプライヤーに関わる変更情報を早期に把握し、関係部門

が共通の基準で品質リスクを評価することが重要です。当社は、こうした取り組みが品質リスクの低減・未然防

止と安定供給力の確保につながると考えています。 

 

 

 変更点管理のグローバル標準化 
当社は、品質リスクの未然防止と、顧客要求事項および契約条件への適合を目的に、設計変更、工程変更、サ

プライヤー変更などに関わる情報を可視化し、評価基準の標準化を進めています。加えて、必要に応じて上流サ

プライチェーンの変更情報も把握し、品質への影響の早期把握につなげる体制を整備しています。 

 
こうした取り組みの一環として、変更案件ごとに事前評価を行い、重要度に応じた管理項目を設定します。ま

た、変更プロセスの各段階でゲート管理を実施するとともに、顧客要求事項への対応状況を確認し、変更に伴う

影響を体系的に管理しています。 

  

※VDA 6.3：ドイツ自動車工業会（VDA）が定めるプロセス監査規格。 
※IATF 16949：自動車産業向けの品質マネジメントシステム規格。 
※BCP：事業継続計画。 

外部環境図 



 

 
さらに、変更点検証の精度向上に向け、変更時に確認すべき主要項目を標準化した社内ルール「変更7ステッ

プ＋1ルール」を策定しています。本ルールに基づき、顧客要求事項、過去の市場実績、変更前後の性能、工程監

査結果などを確認し、変更に伴う品質リスクの低減を図ります。 

これにより、開発・量産段階における手戻りや不具合の抑制につなげ、コストの抑制と顧客対応力の向上を目

指します。 

 
  

※SCM：サプライチェーンマネジメント。 
※DVP/PV：設計検証・製品検証。 

 
変更点管理体制図 

※DRBFM：設計変更や変化点に着目し、潜在的な品質リスクを検討する品質手法。 
 

変更 7 ステップ＋1 ルール 



 

 サプライチェーン全体で品質面における競争力を高める 
変更点管理の実効性を高めるためには、社内だけでなく、サプライヤーを含めたサプライチェーン全体での取

り組みが重要です。品質と安定供給を両立するため、当社はサプライヤーと連携し、変更点管理の徹底、要求事

項の共有、品質関連規格および顧客要求への対応を進めています。これにより、サプライチェーン起点の品質リ

スクを低減し、顧客対応力の強化につなげます。これらの品質管理活動の成果は、お客様からの評価にも表れて

います。当社グループは2024年に19件、2025年に16件の品質関連表彰を受賞しました。 

当社は今後も、変更点管理のグローバル標準化と、開発・調達など上流段階からの品質の作り込みを進めてま

いります。 

変更点管理を中核とした品質改革を通じて、コストの抑制、お客様からの信頼確保、サプライチェーン全体で

の管理レベル向上を図り、中期経営計画で掲げる収益体質の改善と持続的な企業価値の向上を目指します。 

 

 
 品質本部長コメント 
当社は、「お客様第一、品質第一」の理念のもと、グローバルでの品質管理体制の整

備と継続的な改善に取り組んでいます。近年は、品質管理活動の推進により品質指標

の改善が進み、お客様からの評価にもつながっています。 

自動車業界では、電動化の進展やサプライチェーンの複雑化により、品質管理に求

められる水準がますます高まっています。当社は、こうした環境変化に対応するため、

グローバル品質統制の強化、開発段階からの品質の作り込み、そしてサプライチェーン

全体を対象とした変更点管理の徹底を進めています。 

私たちは、品質を単なる管理活動ではなく、お客様から選ばれ続けるための競争力

の源泉と位置付けています。変更点管理のグローバル標準化を通じて品質リスクの未

然防止を実現し、高品質と安定供給を両立することで、お客様の信頼に応える価値創造を推進してまいります。 

今後も、品質を通じてお客様への持続的な価値提供に努めるとともに、品質管理を経営基盤の強化につなげ、

中期経営計画で掲げる収益体質の改善と企業価値向上に貢献してまいります。品質は守るだけではなく、品質

を競争力へと変えることが当社品質本部の使命です。 

 
次回は、モノづくり活動における生産性向上に向けた取り組みについて紹介します。 
 

※本リリースに記載されている計画、目標および今後の取り組みに関する記述は、本リリース発表日現在において入手可能な情報および合理的で

あると判断する前提に基づくものです。今後の事業環境等の変化により、実際の結果とは異なる可能性があります。 

本件に対するお問い合わせ  

サンデン株式会社 総務本部 広報・IR 担当 

Tel ： 03-5828-5582  Email ： sdhd.prcsr.jp@g-sanden.com  Web ： https://www.sanden.co.jp/ 

受賞の一例 

品質本部長 
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